
第

１

話

 

平

成

1 7
年

４

月

号

 

「

幌

内

鉄

道

」 

 
 「

汽

笛

一

声

新

橋

を

･
･
･
･
･
･

」

こ

の

鉄

道

唱

歌

、

後

に

北

海

道

版

が

で

き

て

、
「

汽

笛

一

声

札

幌

を

･
･
･
･

 

･
･

」

に

な

り

、

そ

の

中

に

「

幌

向

ほ

ろ

む

い

原

野

げ

ん

や

岩

見

沢

真

直

ぐ

行

け

ば

幾

春

別

 
 

幌

内

ほ

ろ

な

い

太ぶ

と

と

幌

内

と

三さ

ん

炭

山

た

ん

ざ

ん

の

あ

り

ど

こ

ろ

」

の

一

節

も

あ

る

。 

 

こ

の

汽

笛

、

幌

内

鉄

道

は

鐘

を

２

つ

鳴

ら

し

て

発

車

。

駅

の

近

く

の

人

は

一

つ

目

を

聞

い

て

、

駅

に

駆

け

付

け

て

も

間

に

合

っ

た

そ

う

で

あ

る

。 
 

明

治

1 5
年

、

幌

内

鉄

道

（

幌

内

―

小

樽

・

手

宮

間

）

は

、

す

で

に

明

治

1 2
年

に

開

坑

さ

れ

て

い

た

幌

内

炭

鉱

の

石

炭

を

運

び

出

す

た

め

に

、

新

橋

―

横

浜

、

大

阪

―

神

戸

間

に

次

い

で

日

本

で

３

番

目

に

開

通

さ

れ

た

。 
 

ア

メ

リ

カ

か

ら

招

か

れ

た

鉄

道

技

師

の

ク

ロ

フ

ォ

ー

ド

が

、

前

２

線

の

イ

ギ

リ

ス

式

か

ら

ア

メ

リ

カ

式

工

法

で

、

格

安

の

費

用

と

ス

ピ

ー

ド

で

工

事

を

完

成

さ

せ

た

。 
 

札

幌

―

小

樽

間

は

あ

ら

か

じ

め

馬

車

道

を

造

り

、

そ

の

上

に

ア

メ

リ

カ

の

大

陸

横

断

鉄

道

の

工

法

で

バ

タ

バ

タ

と

砂

利

と

枕

木

、

レ

ー

ル

を

敷

い

て

工

事

が

進

め

ら

れ

た

。 
 

幌

内

―

幌

内

太

（

旧

三

笠

駅

）

間

も

、

す

で

に

明

治

1 2
年

に

幌

内

川

沿

い

に

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

で

岩

盤

を

切

り

崩

し

、

今

の

幌

内

中

央

町

バ

ス

停

付

近

に

3 6
ｍ

の

第

６

ト

ン

ネ

ル
（

手

宮

か

ら

６

番

目

の

ト

ン

ネ

ル

）

も

出

来

上

が

り

、

鉄

道

敷

設

の

た

め

の

道

路

が

造

ら

れ

て

い

た

。 
 

後

に

、

こ

の

ト

ン

ネ

ル

を

切

り

崩

し

た

こ

と

か

ら

こ

の

周

辺

は

「

石

割

い

し

わ

り

長

屋

な

が

や

」

と

い

わ

れ

て

い

た

。 

  

          

■ 開 坑 当 時 の 幌 内  


